
６．運転開始以降に実施した主要機器更新状況（９／１０）
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⑧余剰抽出ライン配管・低温側注入ライン配管
余剰抽出ライン配管及び低温側注入ライン配管の曲がり部に高温水と低温水との温度
境界が存在し、配管曲がり部への応力発生が懸念されることから、信頼性向上の観点
のため、配管ルートの変更により温度境界位置を変更しました。
（１号機：2007年[余剰抽出ライン配管]､2008年[低温側注入ライン配管] ２号機：2007年）

【1次冷却材系統 概要図】

１号機のみ

２号機のみ

２号機のみ



６．運転開始以降に実施した主要機器更新状況（１０／１０）
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⑨加圧器スプレイライン配管
予防保全の観点から、加圧器スプレイの配管の一部に使用している冷間曲げ管を残留

応力が小さい熱間曲げ管に取替えました。（１号機：2015年 ２号機：2015年）

【1次冷却材系統 概要図】



７．新規制基準の概要
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○新規制基準では、重大事故を防止するための設計基準が強化・新設されるとともに、万一、重大
事故が発生した場合に対処するための基準が新設されました。

○川内原子力発電所は、新規制基準に適合させ、深層防護（幾重もの安全対策）の考え方のもと、
それぞれの段階に応じた幾重もの対策を整備することにより、事故の進展を防ぎ、放射性物質が
人や周辺環境に影響を及ぼさないようにしています。

※ 特定重大事故等対処施設(発電所が大規模に損壊した場合で
も原子炉を冷却するための緊急時制御室などを備えた施設)
については、経過措置として、適合まで５年間の猶予期間
を設定

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（５）

（５）

（６）



８．安全対策の実施状況（１／９）
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※１

タービン動補助
給水ポンプ

格納容器

原子炉容器

制御棒

主蒸気
逃がし弁

充てん／高圧
注入ポンプ

格納容器

スプレイポン
プ

余熱除去
ポンプ

燃料取替用
水タンク

淡水池

海水

水中ポンプ

海水ポンプ

常設電動注入
ポンプ

復水
タンク

格納容器スプレイポンプを
使用した炉心注水

移動式大容量ポンプ車

常設電動注入ポンプ
による炉心注水

中間受槽

海へ

原子炉補機冷却設備
各補機へ
冷却水を供給

移動式大容量
ポンプ車による
海水供給

燃料

窒素ガス
供給装置
圧縮空気

加圧器逃がし弁
※１

可搬型ディーゼル注入ポンプ
可搬型電動低圧注入ポンプ

加圧器逃がし弁による原子炉の減圧
（窒素ガス供給設備の配備）

タンクへ

海水系統

屋
内

屋
外

加
圧
器

蒸
気
発
生
器

水中ポンプ

蒸
気

可搬型注入ポンプ
による炉心注水

（１）炉心損傷防止対策（冷却手段の多様化）

１
１

１

水中ポンプ



８．安全対策の実施状況（２／９）
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中央制御室

常設電動注入
ポンプ

大容量空冷式発電機 起動信号

直流電源設備からの電力供給

大容量空冷式発電機からの電力供給

（２）電源の信頼性（電源供給手段の多様化）

２

※：直流コントロールセンタは、各号機毎にＡ系とＢ系があり、
蓄電池（３系統目）は、いずれに対しても給電可能。

２【電源系統イメージ図】



８．安全対策の実施状況（３／９）
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燃料

制御棒

原子炉容器

格納容器
再循環ユニット

蒸
気
発
生
器

移動式大容量ポンプ車

格納容器
スプレイポン
プ

燃料取替
用水タンク

復水タンク

可搬型ディーゼル注入ポンプ
可搬型電動低圧注入ポンプ

淡水池

海水

水中ポンプ

水中
ポンプ

可搬型注入ポンプによる
格納容器スプレイ

移動式大容量ポンプ車による格納
容器再循環ユニットへの海水供給

屋外

屋内

常設電動注入ポンプによる
格納容器スプレイ

海へ
原子炉補機冷却設備

格納容器

常設電動注入ポンプ

中間受槽

海水ポンプ

放水砲移動式大容量ポンプ車

［放射性物質の拡散抑制］ ４

３ 電気式水素燃焼装置

水素､空気
電気
ヒータ

水蒸気
空気、
水蒸気

水素、空気、水蒸気

触媒
ﾌﾟﾚｰﾄ

静的触媒式
水素再結合装置

（３）格納容器破損防止対策（水素爆発防止）
（４）放射性物質の拡散抑制

水中ポンプ



８．安全対策の実施状況（４／９）
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中央
制御室

検知制御盤

蒸気遮断弁

漏えい信号

漏 え い
蒸気

【凡例】

防火帯（幅２０ｍ）

竜巻対策 発電所に設置する防火帯

火災感知器、自動消火設備の追加設置 溢水対策

蒸気管

閉弁
信号

蒸気

中央
制御室

消火設備作動信号

火災受信機
火災感知

消火装置制御盤ハロンガスボンベ

：煙感知器
：熱感知器

【凡例】

温度検出器

屋外タンク竜巻対策 可搬型ディーゼル注入ポンプの
固縛状況

たるみ巻取装置

チェーン

○最大風速１００ｍ／秒での飛来物の衝突を防止するため、

安全上重要な屋外設備には防護するネットを設置。

○飛散防止のため、可搬型設備や屋外資機材を固縛。

蒸気漏えいの早期検知、遮断

（５）自然災害、火災、溢水に対する考慮


